
平成 25 年度 第一回学年幹事会 議事録 

 

作成：２０１３年５月２７日  

石村 尚文（３９回生）  

開催日：平成 25年 5月 24日 18：30-20：00 

場 所：京橋区民館 

参加者： 守屋充男（10回生）、横田智彰（8回生）、草原忠義（10回生）、田口由紀子（11回生）、

清水亮（13回生）、本田信男（16回生）、平野智幸（17回生）、中村静雄（19回生）、岡公児（20回

生）、緒方健一（24 回生）、山本克文（24 回生）、米村惣太郎（26 回生）、有田幸正（28 回生）、上

田栄治（31 回生）、齋藤美沙（33 回生）、香山俊巳（36 回生）、新崎聖佳（37 回生）、水本浩二（38

回生）、石村尚文(39回) 計 19名（敬称略） 

 

＜討議内容＞ 

１．今年度の役員（当番幹事・石村） 

・役員変更なし、当番幹事は 29回、39回。 

２．昨年度の会計報告（事務局・中村） 

 連続収支報告書より 

 平成 23年度 収入 4,601千円、支出 3,295 千円（1,306千円） 

 平成 24年度 収入 3,619千円、支出 3,367 千円（253千円） 

 2年連続して黒字となっており、本年も引き続き黒字を出すために努める事。 

３．今年度の予算計画 （当番幹事・石村） 

・収入 339.0万 支出 335.0万で計画 

・宴会支出（設備費）について、次回幹事会までに見積書を基に詳細を提示すること。 

＜Q&A＞ 

 宴会費として 160万を見込んでいるが、酒代が抜けているのでは？ 

 例年 190万程度が掛かっており、このままでは▲20万となる。どうコントロールするのか？ 

 飲み放題は高くつかないか？ 単価 1,000円以上は赤字になる可能性が高い。 

  → 次回幹事会までにお酒代（持込料等も含めて）を加えた見積書を入手する。予算の組み直

しも検討する。 

１) 会報への広告について（当番幹事・石村） 

・収入源確保のため、昨年と同様に会報への広告を掲載する。 



・昨年出稿いただいた学年幹事の皆様には今年も出稿をお願いする。 

・会報は今年も原則４Ｐとし、経費を節減する。 

・39回卒関係で出稿を依頼している事もあり、収支を見ながらページ数を決定する。 

３．今年度の活動スケジュール（当番幹事・石村） 

・次回学年幹事会は６月２８日（金）京橋区民館で開催。 

・次回は会報の内容と宴会支出関係資料の開示を主題とする。 

・会報発送は７月２０日（土）に実施する。場所は別途当番幹事より連絡。 

４．総会について（当番幹事・石村） 

１）準備状況：報告（日時、会場、来賓、アトラクション等） 

・９月７日（土）浅草ビューホテルにて開催すべく準備中。 

＜Ｑ＆Ａ＞ 

 会場内に来賓・恩師の控室、幹事の控室が必要だが？ 

  → 広めの控室を確保しており、必要であればパーテイションで区切って使用する。 

 写真撮影時の移動について 

  → フロアー移動は絶対に無理と考えておくこと。ロビースペースを使用出来る様に交渉する 

   事 

２）今年度会費について（当番幹事・石村） 

 参加費 年会費 計  

男性 10,000円 2,000円 12,000円 夫婦参加は夫婦

一組当たり 2,000

円割引 

女性 8,000円 2,000円 10,000円 

30歳代 

（男女共通） 

6,000円 2,000円 8,000円 

30歳未満 

(男女共通) 

3,000円 2,000円 5,000円 

学生(25歳まで) 1,000円 － 1,000円 夫婦割引適用外 

５．他校の活動状況について（28 回・有田） 

・熊本高校、済々黌高校の活動が活発に行われている。 

・済々黌高校は facebookの活用で 1,200名の同窓生が 3,000名に増加しており、集客へも大き 

く貢献している。 

・熊本高校は同窓会以外にも賀詞交換会や新入生歓迎パーティ、クリスマスパーティ等多様な活 

 動も行っている。 



６．ＩＣＴ班より報告（当番幹事・石村（代理）） 

・ホームページ「八高関東どっと混む」の活用 

・facebook活用のお願い 

・サーバー、ドメイン名の更新費用は幹事会承認済（中村事務局長より） 

７．その他 

・現在の同窓会規模を維持するためにも、若手会員の掘り起しが必要。 

 Facebookでも掘り起こし班を作って本格的に実施してはどうか 

  → 若手の担当幹事として直面している問題なので、当番幹事の下の学年（今年の場合は 

40回生）が担当として活動出来るか相談してみる。 

・総会以外の活動について 

 まずは、幹事会グループで「スカイツリーツアー」を実施してみてはどうか。 

  → 会報発送日に設定できないか検討する。 

 

以上 

 


